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尖　閣　列　島　の　水　質

兼　島　　清°　　渡　久　山　　章**

Geochemical Investigation of Waters on SENKAKU RETTO

Kiyoshi KANESfflMA*and AKira TOKUYAMA**

Summary

K. KANESHIMA (1969) reported on chemical analyses of waters on the SENKAKU
RETTO. The present authors made calculations based on his data and discussed
behaviors of Na+, K+, Ca2+. Mg2+, H+, Cl", SO42". PO*3", and HCO3". in hydrospher.

atomosphere. and Iithosphere. As a result, they obtained new informations about

water's history on the SENKAKU RETTO which may be summarized as follows:

(1) All seven samples were supporsed to be made of land waters being mixed with

sea water by some means on the each islands. The mixing rate of sea water for 1 liter

of land waters is 1/140 liter for sample No. 1, 1/100liter for No.2, 1/100 liter for No.3.

1/130 liter for No. 4, 1/70 liter for No. 5. 1/80 liter for No.6 and 1/60 liter for No. 7.

(2) Although four samples (No.1~No.4) on the UOTSURI JIMA were collected

from almost same locality, the water's history was different.

(3) For two samples (No. 6 and No. 7) on the KITA KOJIMA, thecompositionof

land water which was mixed with sea water was almost the same. Therefore, the

history of No. 6 and No. 7 was alike.
(4) Although sample No. 5 on MINAMI KOJIMA was collected from a large of

guano, like No. 6 and No. 7, the composition'of land water which was mixed with sea

water for making up No. 5 was different from the composition of land waters for No.

6 and No. 7* Therefore, the history of No. 5 was different from No. 6 and No. 7.

(5) In sample No. 1 and No. 5. the results of balance calculation of cations and

anions which came from land waters point out that quantity of cation is excess over

anion. The reason why pH of No.1 and No. 5 was acidic can not be explained.

(6) Enrichment coefficient of Na+ in a sea water spray is 1.0 or larger than it.

1.緒　　　　　言

尖閣列島の水質については著者の一人兼島(1969)が1968.年7月7日より9 t憎での間に,負

釣島で4個.南小島で1個,北小島で2個,合計7個の水の採集を行い,その分析結果を報告

し,水質について考察を行っている。尖閣列島は大洋の中に孤立して.面横が小さく,人間の活

動がほとんど無視できて.天然における元素のふるまいを見るのに,恵まれた条件をそなえてい

る場所である。今剛ま先の報告をさらに検討し,尖閣列島の水の生いたちはどのようなものか,

受付: 1970年12月15円
*理工学部化学科
**教糞部
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分析結果をさらに計算して考察を行った.その結果を報告する。表1に尖閣列島の水質の分析結

果を示す。

T a b le 1 C h e m ic a l c o m p o s it io n o f w a t e r f r o m S E N K A K U R E T T O

Sa m p le N o .  1L o c a tio n U O T S U R I U O T S U R I U O T S U R I U O T S U R I M IN A M I 6K IT A  7K IT A

I te m
J M A   J IM A   J I M A   J IM A  K O J IM A K O J IM A K O J I M A

p H 4 . 4   4 . 0    7 .0    3 .5    3 . 3    2 .8    2 .9

4 .3 A x ( m e q / 1 ) 0 .0 4   0 . 1 2           0 .6 5    0 .7 9    2 .7 5    2 .1 2

8 .4 A x (m e q / 1 ) 0 . 16   0 . 5 4    0 .0 8    1 .3 1    1. 29    3 .4 1    2 .75

4 .3 B x (m e q / 1) 0 .0 2          1 . 15

T - R e (m g / 1) 3 1 7   3 9 6     4 6 8     3 7 1     7 2 9     6 87    7 5 0

C a 2 + (m g / 1 ) 2 .7   7 . 1    2 6 .2    3 .3    3 6 . 9    26 .0    2 4 .6

M g 2 + ( m g / 1 ) 1 0 .0   1 4 . 2    1 7 .6    l l .0    2 2 .2    18 .6    2 4 .3

N a +  (m g / 1 ) 1 0 9   1 1 6    1 2 7     9 2 .0   17 3    1 5 5    19 5

K +  (m g / 1 ) 2 .6   4 . 0    3 .8    2 .0    8 . 3    1 2 . 0    8 .0

C l-  (m g / 1) 1 3 2 .6  1 8 9 .7   1 9 1 .8   14 3 .2   2 7 6 .2   2 4 2 . 2   3 1 3 .8

S O ? - (m g / 1)   2 7 .9  4 7 .8   2 9 .6   7 1 .7   6 5 .3   7 8 . 1   7 9 .1

P O 3 - (m g / 1) 0 .0 0   0 .0 0    0 .0 2    0 .0 0   3 0 .6 6   4 1 . 6 9   3 6 .7 9

S iO 2 ( m g / 1 ) 4 .0   8 .0     3 .0     5 .5     9 .0     6 . 0    15 .5

T o t a l-F e ( m g / 1) 0 .0 0   0 . (     0 .0 0    0 .(     0 .0 0    0 . 0 0    0 .0 0

C O D ( m e q / 1 ) 0 .3 0   0 .1 4    0 .0 6    0 .0 7    1 .0 2    1 . 7 6    1 .8 1

2.計算結果および考察

(A) Cl~濃度

衷2にいろいろな河川水と海水のC1-濃度を示すO

T ab le 2 C oncentration of C l in various kin ds of natural w ater

1)     2)      2)
K in d Sea R iver   R iv er    R iver    R iver   R iver and poo l

L ocation W orld O K IN A W A O K IN A W A  U O T SU R I  K IT A and M IN A M I
N A N BU  H O K U B U  JIM A     K O JIM A

I ̂ ^ ^ ^ B ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ H
C l (m g/1)  19000  7.9    50      30    130- 190    240- 310

1) K A N A M O R I (1968)     *area 1,037 acre

2) K A N E SH IM A (1965)    **area K IT A K O JIM A 259 acre

M IN A M I K O JIM A 309 acre

衰2から,河川水におけるCl-濃度は,その河川水の存在する陸地の南棟の大きさと関係する

ことがわかる。すなわち小さな島はどCl~濃度が高く,海水の影響を受けやすい。このことは海

水がしぶ卓となって風によって運ばれ河川水に影響をおよぽしていることを示している。尖閣列

島の水は海水の影響を大きく受けていることは先に兼島(1969)も報告しているが,各々の試料

はどれほど彰饗を受けているか計算を行ってみた。それには各々の試料のCl一濃度で海水のC1一濃

度(19000mg/l)を除すれば良い。その結果表1のN0.1の試料は大まかには海水1 1中に海水以

外の水が140J混入してで卓たと考えられる。同じようにして　N0.2の試料では海水1 1に,
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1004, N0.3の試料では, 1004, N0.4では130」, N0.5では70i, N0.6では801, N0.7で

は60* ,の海水以外の水が混入した計算になる。

(ち)濃縮係数*

各試料中で各元素のC1-に対する割合は,海水中でのそれらの元素のC1-に対する割合と,ど

うちがうかをみるために,各元素について濃縮係数を求めた.その結果を衰3に示す。これらの

T a b le 3 E n ric h m en t c oefficie n t of io n s a n d c on c en tra tio n of P O ? ~

in th e w a ter fro m S E N K A K U R E T T O

- ^ S a m p leIon ^ -^

N a + 1 .46   1.1     1.2    1.1    1.1     1.14    1.1

K + 1 .0   1.0     1.0     1.0   1.5     2 .5    1.27

M g s 1.1    1.1     1.36    1.1    1.2    1.15    1 .15

C a 2 + 1.0   1.8    6 .6 7    1.1    6.5    5.0    3 .8

c i- 1.0   1.0    1.0    1.0   1.0    1.0    1 .0

S O ! 1.5   1.8    1.1     3 .5   1.66    2 .27    1.8

P O ｻ " (m g / 1) O.(    0.00    0 .02    0 .00  30 .66   4 1.69   36 .79

濃縮係数の値を用いて各々の水の由来について考察することができる.

N0.1からN0.4までの魚釣島の試料における各元素の濃縮係数をみると,地理的にはとても近

い所にありながら4つの試料の生いたちは全く違っている。すなわち, N0.1ではNa+とso42-の

濃縮係数が大きいのに, N0.2ではCa2+とso42-の濃縮係数が大きく, N0.3ではCaz+の濃縮

係数が大きく, N0.4ではscv-の漁師係数が大きいからである。共通な蔚lま, No.1 , No.2,

N0.4の3つの試料で　SO42-の濃縮係数が共に大きく　s<v-については同じ生いたちである

のかと思わせるが,後述するように,これら3つの試料については　SO42-でさえも異った経路

をへているといわざるをえない　N0.3の試料では, pHは7.0と他の3つの試料に比べ高く,し

かもCa2-が多く溶けているから,初め酸性だった水が,石灰岩と接することによって, (N0.3

は石灰岩上の水) Ca去・がとけてきて中和され, pHがあがったものと推定されるが, N0.3で

のscv-の濃締係数は他の3つの試料の場合に比べ,小さく,しかも石膏(CaSO4-H20)とし

て沈殿するほどには濃度は高くないので,石膏として沈殿したとも考えられず,そのため溶存す

るSO42~は最初の溶液から除去されたとも考えられないので, N0.4のscv-の漁師係数よりいち

ぢるしく低いことなどから, pHはもともとN0.4より高いものであったととは十分考えられるo

N0.6とN0.7の濃縮係数とPO43-の濃度を見ると　Na+, K+, Ca2+, SO*2-イオンについて濃縮

係数はN0. 6が大きく,しかもpcv一濃度も高く,海水以外の水の混入した量もN0.7より多

い。これらのことiま,上にのべたNo.1 -N0.4の場合に比べ, N0.6とN0.7の水の生いたちは

かなり似ているのではないかということを思わせる。

またN0.5の濃縮係数はN0.6やN0.7に比べCa2+にづいては大きいのにscv-では小さく,

*漉締係数

- ((票絵霊宝豊富(精霊霊淫怨霊ZEl霊+
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グアノ層を通過してpo<s-が多い共通点をもつにかかわらずN0.6やN0.7とは異質な点を示し

ている。

(C)海水以外の物に起源をもつ成分の巌一一過剰盛薫・

まずNo.5, No.6, H0.7の試料について各成分の過剰崖を表4に示す。表4から過剰畳の

中では三つの試料についてNa+, Ca2+, SO42-　pcv-が主成分であるといえる。

T a b le 4 E x ce ss q u a n tity (m g′1) in N o. 5 , N o. 6 , a n d N o.

I S am p le
N o. 5 6 7

Ion

N a + 22 23 19

K ' 2.9 7 .2 1 .7

M g s 4.2 2 .6 3 .3

C a 2 + 31 2 1 18

s o 42ー 27 44 34

P O 慧- 31 42 37

最初に, N0.6とN0.7における過剰巌の比較を行う.主成分である4つのイオンについて

は,どのイオンについてもN0.6の方がN0.7より・も多いといえる。すで(lこB項で濃縮係数の値

を比較することによってN0.6とN0.7の水の生いたちは,かなり近いのではないかと述べた。

そこで,ここでも表4を基にしてN0.6とN0.7の水の生いたちについて考えてみるc A項で求

めたことからN0.6の水1 1は海水0.013*に陸水0.987iが混入してできたものであり, N0.7

の水1 1は海水0.017*に陸水0.9834が混入してできたものである。従って表4の過剰量はN0.

6については陸水0.987i中に含まれるmg数, 、N0.7については陸水0.983i中に含まれるmg

数となる。従ってNo.6, N0.7の水をつくるために海水に混入した陸水のNa+, Ca2十　SCV-,

PO43-各々の漉度は表5のように求められ,表5の値は表4の値とほとんど同じであることがわ

かる。それは陸水の鼠に比べて混入した海水の畳か少なかったことによる。

Table 5 Calculated concentration (mg/1) and ratio of the concentration
in land water which were considerd making up No. 6 and No. 7
 S a m p leN o .

I o n
6    7  i N o .6 / N o ./ 7

N a + 23 . 2   19 .4    1 . 2 0

C a 2 + 2 1 . 2   18 .4 1 . 1 5

s o r 4 4 . 4   34 .7 .2 5

P O 3 - 4 2 ; 4   37 .4 1 . 1 3

表5から4つのイオンについてはN0.6の水をつくったと思われる陸水の方がN0.7の水をつ

くったと患われる陸水よりも濃度が高かったといえる。表5の4列目には, 2列目と3列目の値

の比の値を示してあるQ　この比の値はN0.6とN0.7の水の生いたちを考えるとき,重要であ

※例えば,試料N0.6における過剰なNa最は,

試料中の実測されたNa畳(155mg/0 -海水から試料に入ったNa最(10560mg///80) -23mg/C ,

ここで, 10560mg/Lは海水におけるNa畳, 80は海水が80倍うすめられていることを示す。
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る。この比の他をみると, 4フのイオンについて1.13 1-2sの閲にあり,各々かなり近い値で

ある。 1) , No.6, N0.7の水をつくった陸水の主成分と考えられる4つのイオンについて

は,どのイオンについても濃度はN0.6をつくったと思われる陸水の方がたかく, 2) , No.占,

N0.7をつくったと思われる陸水における4つのイオンの濃度比はかなり近い値でしかも1.0に

近い値になるD　ということはNo.6, N0.7の水の生いたちについて次のようなことを考えさせ

m

(1), N0.6とN0.7の水をつくったと思われる陸水は4つの主成分イオンについては各々同じ

時間に同じ鼠ずつとかしこんだものとすれば, N0.6の方がN0.7よりもより長く岩石と接して

いたことになる。

(2),岩石と接していた印判甥は各々同じだったとすれば, N0.6をつくったと考えられる桂水の

カが, N0.7をつくったと考えられる陸水よりも岩石との反応速度が大きかったことになるO

しかし,いずれの場倉にしても　N0.6とN0.7の水の生いたちは,これからのペる二つの例

と比べてかなり似ていたと推定される.

過剰鼠の中では比較的少ないK+のN0.6とN0.7におけるちがいはm味ある問題である。

次にN0.5とN0.7を比較してみると,過剰に存在する陽イオンはどちらもN0.5が多いの

に,過剰IC存在する陰イオンはどちらもN0.5が少ない。これから　N0.5の水は, No.6, N0.

7の水とは全くちがう生いたちをしてきた水であることがわかる。次にN0.1からN0.4までの

試料について過剰品を計辞した。結果を衰占に示す。

Table 6 Excess quantity (mg/1) inNo. I,No. 2, No.3, and No. 4
 S a m p le

I o n N o .
1 2 3 4

N a + 3 5 3 .0 2 1 l l

M g * - 1 .0 1 .5 5 .0 1 3

C a 2 + 3 .0 2 2 0 .2

s o .? 8 .0 2 1 2 .5 5 1

去るからこれら4個の魚釣島の水における過剰量の間には規則的な変化がみられないことがわ

かる。従ってこれらの水は全くちがう生いたちをして善たことが示される。 No.1 , No.2, N0.

4のSO42~について共通して濃縮係数が大書いことから　S0.,2~に関してはこれら三つの水は同

じ生いたちをしてきたのかということをB項でのべた。このことについて考察してみる。 No.1 ,

No.2, N0.4の水をつくったと思われる陸水の立がその陸水に混入したと思われる海水の呈・:E

比べて,はるかに多いことから表6に示した過剰:.n.は各々の水をつくるために海水に混入したと

思われる陸水の濃度(mg/jO　としてみることができる。つまりNo.1 , No.2, N0.4の水を

つくったと考えられる陸水Fljのso,2-濃度は各々8.0mg/2, 21mg/i, 51mg/βであるC　従っ

て次の二つの場会が考えられる。

(1) SCV~イオンを生ずる機構が興っていたなら, No.4, No.2, N0.1の臓にSCV~イオン

を生じにくかった。この似合　SO,2-を生ずる場所と水との接触時間は同じだったと考えており

各々の間における濃Bとのちがいが,前にのべたN0.6とN0.7におけるちがいよりも大きいこと

はNo.1 , No.2, N0.4の場合にはS0,2　に朗してもNo.6, N0.7の場合に比べ,生いたちは

かなり異なるといえ・る。

(2) SCV-イオンを生ずる械韓が全く同じだったなら　so,2-イオンを生ずる場所と接触して
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いた時間が問題になり, No.1くNo.2くN0.4の順で,長い間so42-イオンを生ずる場所に接してい

たことになるC　この場合もNo.6, N0.7の場合に比べ, SO42~イオンを生ずる場所と水との接触

時間は各試料ごとにより大きく異なるといえる.,

なお表4と表6をみると,表るにはK+とpo43-があらわれてない。グアノ層が存在するか,

しないかによると思われる。

(D)過剰量の陽イオンと陰イオンの収支計算　1. N0.4の試料について

N0.4の各イオンの過剰量については表6に示してある。まず過剰に存在するNa+llmg/βが

Na2S04として,どれだけの量のscv-に対応するかを計算すると, 23.1mg/」のscv-に相当

することになり,過剰のCa2+0.2mg/βはCaS04として4.8mg/iのscv-と当量で,過剰の

Mg*+ 1.3mg/|はMgS04として5.5mg/jeのSO*2-と当量であるO

従ってこれら, Na+, Ca2+, Mg2+と対応してもなお余るscv-の巌は過剰のSO42~ (50.7

mg/i)からNa+, Ca2‥ Mg2+に当量のSO▲ (33.4mg/ゼ)を差引いたものであり17mg/je

となる。

大まかに　N0.4のpllを支配しているものはこの余ったscv-であるとして, SO42-17mg/タ

の溶液のpHを求めると, 3.4となり.この値は実測されたpHの値3.5とよく一致している。

このことはN0.4の水の酸性の原因がSO42-の存在によるものであることが明らかに示される。

N0.2の水についても同じように計算を行うと,陽イオンに対応して余分にscv-があり,実

測されたpH4.0を十分に説明しうる。

結局尖閣列島の水質を理解するには　SO42-発生のメカニズムをもっとくわしく調査する必要

があるC

2　N0.6の試料について

N0.6の過剰巌は表4に示してある。過剰に存在するイオンの中Ca2+とpcv-が多く,この

水はグアノ層を通過していることからCa2+とpcv-の存在状態をどう考えるのかが,大切なこと

である。以下の計算は一応,リン酸はすべてPO43-として存在するとした場合である。

(a)グアノの無機成分の組成をCaF2Ca3(PO4)2として,陽イオンと陰イオンとの収支計算

を行った後,余る陰イオンとしてはSO42-よりもPOォサーを残すように計算を行う。

まずCaF2Ca3(PO4)2として過剰のCa2+21 mg/iと当量のPCV"は25mg/ガである。 Na+

はNa2S04として計算すると過剰のSO*2-は44mg/βでこれに対応するNa+は21 mg/βであ

る。従って残っている過剰のイオン畳はNa+2mg/tf, K+7.2mg/jp, Mg2+2.6mg/Jg,Pot -17

mg/ゼである.過剰のNa+2mg/」に粕等するPO43-はNaFNa3P0.,として2mg/iであり,過剰

のK+7.2mg/ゼに匹敵するPO43~は　KFK3P04としても6mg/eであり,過剰Mg2+2.6mg/と当

量のpcv-はMgF2Mg8(PO4)s　として5mg/iである。従って陽イオンと反応しても未だ残っ

ているP(V一畳は4mg/ガである。 HaPO44mg/^の溶液のpHは3.7で実測された値2.8より

高い。 pHに関して残っているのはグアノから生じた有機酸の存在畳である。

(b)グアノの無機組成を(a)の場合と同じようにCaF2Ca3(PO4)2として収支計算の結果,

PO43-よりもs<v-を残すように計算を行うと, CaF2Ca3(PO4)2として,過剰のCa2十21mg/|

に匹敵してなお余るPO43一畳は17mg/ゼであり,この17mg/iかまずNaFNa3PO,の形でNa十

を消費するとするとPO43-17mg/j?に匹敵するNa+量は17mg/fであり残るイオンの巌は

Na+6mg/1, K+7.2mg/f,Mgs+2.6mg/β,SO42-44mg/1である　Na2S04としてNa+と
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当量のs0.,-*~は12.6mg/i , K2S04としてK+と当ffiのS0.,2-は8.8mg/i , MgSO,一としてMg2

と当量のSO42-は11mg/j?で未だ残っている　SO.12-のtl.は11mg/iであり　H2SO411mg/ゼ

の溶液のpHは3.7となり(a)の場合と同様に実測されたpHを説明するには余ったso,2-の

みでは不充分のようである。

(C)グアノの無機組成を(a),(b)の場合と異なったCa3(P0.I)2として考えると,過剰のCa2-ト

21mg/iと当量のpo43-品は33.6mg/iであり,残るPCM-畳は8mg/Iであり,これでは陽

イオンが余り, pHはアルカリ性にならなければならなくなる。従ってグアノの組成はCa3(PO4)2

よりもむしろCaF2Ca3 (POォ)sとした方が理に合っている. N0.7についても, N0.6と同じよ

うな計算を行うと,最後に余分に残るのはPO43-4nlg/βである。従って実測されたPH2.9は残

ったPO.<3-4mg/月では十分には説明し得ない。なお　N0.6とN07の場倉収支計算の結果,残

るのはいずれの似合もPO43-4mg/ゼで同じ値が得られ,実測されたpHも2.8, 2.9とほとんど同

じ債が得られている。これはN0.6とN0.7の水の生いたちがかなり似ていることを示している。

(3) N0.1の試料について

N0.1の過剰品は表6に示してある。

まず過剰のS0.,2-8.0mg/iがNa2S04として存在するとして,この過剰のSO42-に匹敵する

Na+最は4.0mg/ゼであり,残るイオン量はNa+30mg/2, Mg2+1mg/ガである。従って過剰

に存在する陽イオンと陰イオンの収支計算からは, N0.1のpHはアルカリ性とならねばならず

実測されたpllは4.4で何故に酸性を呈するかさらに探求を要する興味のある水である。

(4) N0.5の試料について

N0.5の過剰に存在する鼠は表4に示してある。まず　CaF2Ca4 (PO4)2としてグアノの無機

組成を考え,過剰のCa"とPO,3-を考えると, Ca2+は上の式以外のC'12+が他からこなくては

ならない。それで過剰のPO43- 30.7rag/ガと当量のCa2+は25.8mg/ゼであり　S0.,2~はNa+

とNa2S04として存在すると考え.過剰のS(V-26.6mg/iと当:「Ilt:のNa当ま12.7mg/ガである。

従って残るのは陽イオンだけであり,それらはNa一ト9mg/i, K-ト2.9mg/i, Ca2+5.4mg/i,

Mg2M.2mg/ゼであり,過剰に存在する湯イオンと陰イオンの収支計算からはN0.5の水のpH

はアルカリ性でなくてはならず,実測された値PH3.3の説明はしにくい,この水もさらに探求

を要する輿味のある水である。

(5) N0.3の水について

N0.3の水について過剰に存在する各種イオンの品は衷6に示してある。

過剰に存在する　SO. 2.5mg/l　と当量のNa+はNa2S04　として存在すると考えると,

Na+1mg/tであり,残るイオン品は　Na+20mg/I, Mg2+5mg/」, Ca*+22mg/ゼになる。

いまこれらのイオンの当量濃度を求め,あわせると, 2.4 meq/ガであり実測されたアルカリ度

は1.15meq/βであり,収支計算の結果はpHはもっと高くなければならぬ。何故pHが7.0と

低いかさらに検紺を要する水である。

(E).海水が飛沫あるいは風送塩となってはこぼれると卓のNa+の漉縮係数について

菅原によれば実験室での実験結果から海水飛沫中のNa+の濃縮係数は0.56-0.97であり1.0

より小さい楢であると報告されている(金森1968)。 No.1 -N0.7までの7つの試料について

Na+とC1-の品をmeq/2.単位で示すと図1を得る。図1にはさらに海水をただ,蒸溜水でうす

めた場合のNa+とCトの関係と, NaCl溶液における, Na-1とC1-の関係が図示されている。
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Fig. 1 Relation between sodium and chlorine in various kinds of solution
(number shows sample's number)

•E •E Water from SENKAKU RETTO
(A) The line point out that enrichment coefficient of Na+ is 1. 1. Na+=0.946Cl"
(B) Na+=0.872Cl-+0.810

O O NaCl solution
x x Sea water dilluted with distilled water Na+=0.863Cl--0.007

図1から,どの水も海水を蒸潜水だけでうすめた場合よりはC1~に対してNa+が多く　NaCl

の組成に近くなっており, Na+がC1-よりも海水Ilこ比べて濃縮されていることがわかる。

ここで7つの試料中のNa+は海水だけに起源をもつものか,海水以外にもNa+の起源がある

かどうかという問題がある。

(1)海水のみに起源をもつ場合

図1において,まず7つの試料4", No.2, No.4, No.5, No.6, N0.7に注目すると,こ

れら5つの試料のNa+とC1~の関係は商線(A)で示され,しかもNa+の濃縮係数はすべて1.1で

ある。即ちこれらの試料の場合は海水から1.1の濃縮係数をもつものが,ただ未潜水でうすめら

れたものと等しいことを示し, Na十の海水飛沫中の濃縮係数は1.1ということになるG

(2)海水以外にもNa+の起源がある場合

図1において　No.3, No.6, No.5, N0.7を結び直線(B)に注目すると直線(B)をあらわす式

はNa+-0.872C卜+0.810であり切片が大きく,直線(B)によって表わされる水は海水以外に起

源がなくてはならないが,この場合海水飛沫中のNa十の濃縮係数は, ci-の海水における濃度

(535meq/」)を直線(B)をあらわす式に代入してNa+濃度がいくらになるか計算すれば, NaH

466meq/ゼとなる。海水飛沫q」のC1~濃度は19%<以上にはならないとすれば,海水飛沫FI]の
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NaHの濃縮係数として, (466/535) / (461/535) ≠1を得る。ここで461は海水中のNa+の

ミリ当量濃度を示す。従ってNa+の海水飛沫中の濃縮係数は試料中のNa+が,海水のみからき

たと考えても,海水以外の物からきたと考えられる場合でも1.0以上であり, 1.0よりは小さく

ないということになる。

結　　　　　言

先に著者の一人兼島(1969年)によって報告された尖閣列島の水質分析結果に,さらに計算を

加え, Na+, Ca2+, Mg2+, K+, Cl~　scv-, pcv~, H÷　HC0,-の水圏,岩着圏,大気圏に

おける行動を考察した結果,尖間列島における水の生いたちは次に示すようなものである。

(1) ‥尖閣列島で採集された7個の水の試料はすべて海水の影華を大きく受けており, N0.1か

らN0.7まで各々の水は海水1 .gに海水以外の水が各々140i, 100i, 100i, 1304, 7Q2,

」, 60f,加わってできたものである。

(2)魚釣島のN0.1からN0.4までの4個め試料は地理的:こ近接したところのものであるが,

これらの水の生いたちは各々全く異なっている。

(:i)海水にまじって此小島のNo.6, N0.7の試料をつくったと思われる陸水各々における溶

存しているイオンの漉度の開係から, N0.6とN0.7の水の生いたちはかなり似ているといえる。

(・1)南小島のN0.5の水はNo.6 .N0.7と同様　Ca2-　とpcv~が多いのにもかかわらず,

生いたちはNo.6, N0.7とは全く異なっているQ

(5) N0.1とN0.5のpHは各々4.4と3.3で酸性を示すが,海水以外の起源からきた陽イオン

と陰イオンの収支計算結果は陽イオンが多く余り, pHが酸性を呈する原因はさらに撫求を要す

る興味ある試料である。

(6)海水がしぶ剖こなって陸にあがるとき,即ち海水飛沫中のNa+の濃縮係数は1.0か又は

それ以上である。
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